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論文の内容の要旨 
（目的） 
本論は、戦後日本の彫刻界において独自の表現を展開した作家である細川宗英（1930‐1994）につ
いて取り上げ、その造形の特質について考察を行い、再評価を試みるものである。細川の彫刻表現は、
当時から高く評価を受けていたにもかかわらず、その没後、細川とその作品についての先行研究は極め
て少ない。本論においては、筆者自身の制作者としての視点から、細川の彫刻制作における主題設定の
背景とその内容について詳細に研究するとともに、それらの主題の下に表わされた彫刻の造形が実際に
はどのようなものであったのか、分析・考察を行うことで、細川の人体彫刻表現の本質に関する新たな
知見を得ることを目的としている。 
 (対象と方法) 
第 1 章「細川宗英について」では、本研究の基礎的知見として細川宗英の生涯について時系列に沿っ
て概観し、また細川の故郷に対する思いについて考察している。第 2 章「制作主題の変遷とその背景」
では、細川の彫刻制作の主題がどのような背景の下に変遷を辿ったかを明確化することを目的として、
細川が作品を発表し始めて以降の制作主題の変遷について、当時の時代背景や彫刻界の動きや細川の死
生観などを踏まえ、制作主題ごと節に分け論じている。第 3 章「作品分析」では、第 2 章において考察
した各主題の下に表わされた彫刻の造形がどのようなものであったのか、実見調査を主軸として作品分
析を行っている。第 4 章「細川彫刻における人間を主題とした表現の特質」においては、細川の彫刻作
品の中から特に人体をモチーフとしたものを抽出し、細川の人間を主題とした彫刻表現に見出される特
質について論じている。細川は彫刻家としての生涯の中で幾つもの主題の下に様々な彫刻表現を展開し
ているが、本研究においてはその中から特に人間を主題とした表現に着目している。研究の方法として
は、細川の置かれた昭和の社会・美術界の状況について文献調査を中心として考察を行い、その知見を
背景として、細川の残した手記や周辺人物への取材などから当時の細川の思想について考察し、これが
制作主題の内容にどのように関連するのかを探っている。主題に込められた意味合いを明確化させた上
で、表された彫刻作品の実見調査を行い、その造形について詳細に分析、考察を行っている。この実見
調査から、細川彫刻の造形の特質を明らかし、設定された主題がどのように造形に反映されているかに
ついて明らかにすることを研究の主軸としている。 
 (結果) 
細川の抽象具象を問わない多様な彫刻表現の試みの中で、幅広い造形感覚と構成感覚が培われ、独自
の表現が可能となったとしている。そのことにより、細川は戦後の日本彫刻界において高い造形力のも
とに新しい人体彫刻表現を成し得た、稀有の作家であると主張している。 
(考察) 
細川作品は作家の情感を強く表出しているものであり、こうした人間像の提示は、当時の日本彫刻界
においては先駆的であったとしている。現在の日本彫刻界の現状に至る過程の中で、細川の表現は日本
における人体彫刻表現の枠を広げたものとして捉えられ、この点は彫刻史上の重要な成果として特筆で
きると結論付けた。 
 
 
 
審査の結果の要旨 
(批評) 
 これまでの細川宗英に関する研究では、その制作主題等について断片的に取り上げ、紹介されること
はあっても、その総体の眺望から細川彫刻の本質に迫ろうとするものは殆ど見られなかった。こうした
点に鑑み、本研究においては細川の彫刻作品の変遷について網羅的に考察を行い、その中から特に人間
を主題とした彫刻の表現についての特質を明確化し、その再評価を目指したことは、先駆的な成果とし
て特筆される。また、本研究において、細川の没後あまり展観されていない細川の作品群について詳細
に実見調査を行っていることは貴重な研究成果であり、細川彫刻についての理解に寄与するものと確信
する。本論文において、これまで詳細な研究が行われてこなかった彫刻家の細川宗英について、制作者
の視点から、細川の彫刻観とそれに関わる人間観、その表現方法を総合的に検討しながら細川の彫刻表
現について一定の知見を得ている点は高く評価でき、今後、本研究の成果は一つの指標としての役割を
果たすものと思われる。 
 
平成 26 年１月 8 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（ 芸術学 ）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
